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算数科教育 

 

式に表したり，式を読み取ったりする力を育てる算数科指導の工夫 
― 問題場面を言葉や図を用いて表したり，式を言葉や図と関連付けたりする活動を通して ― 

                                      

福山市立多治米小学校 西本 真子 

 

研究の要約 

本研究は，問題場面を言葉や図を用いて表したり，式を言葉や図と関連付けたりする活動を通して，式

に表したり，式を読み取ったりする力を育てる算数科指導の工夫について考察したものである。令和３年

度全国学力・学習状況調査の結果から，場面から数量の関係を捉えて立式すること，式を言葉や図と関連

付けて場面を捉えることに課題があることが明らかとなった。そこで，本研究では，簡単な図を読む活動

から学習を進め，問題場面・言葉や図・式の関係を捉えさせ，その後に，問題場面を言葉や図に表して数

量の関係を捉えて式に表す力の育成を図ったり，式を言葉や図と関連付けて式の意味を理解して式を読み

取る力の育成を図ったりすることとした。その結果，児童は問題場面を言葉や図に表して数量の関係を捉

えて式に表すことができるようになった。また，式を言葉や図と関連付けることで，式の表す意味や具体

的な場面，式のはたらきを理解して式を読み取ることができるようになった。 

                                  

Ⅰ 主題設定の理由 

 小学校学習指導要領（平成29年告示）解説算数編

（平成30年，以下「解説」とする。）には，「Ａ数と計

算」の領域のねらいとして「数量の関係を言葉，

数，式，図などを用いて簡潔に，明瞭に，又は，一

般的に表現したり，それらの表現を関連付けて意味

を捉えたり，式の意味を読み取ったりすること」1)

と示されている。また，「式に表したり式に表され

ている関係を考察したりすること」2）がこの領域で

育成を目指す資質・能力として示されている。その

際，具体的な場面に対応させながら事柄や関係を式

に表したり，式を通して場面などの意味を読み取

り，言葉や図を用いて表したりさせることが大切で

ある。 

令和３年度全国学力・学習状況調査小学校算数

４（２）商が１より小さくなる等分除（整数）÷

（整数）の場面で，場面から数量の関係を捉えて，

除法の式に表し，計算できるかどうかをみる問題に

おいて，正しく立式することができた自校の正答率

は 42.5％であった。また，４（３）小数を用いた

倍についての式や説明を解釈し，ほかの数値の場合

に適用して，基準量を１としたときに比較量が示さ

れた小数に当たる理由を記述できるかどうかをみる

問題の自校の正答率は 38.8％であった。このこと

から，場面から数量の関係を捉えて立式すること，

式を言葉や図と関連付けて場面を捉えることに課題

があると考える。 

自身の実践を振り返ってみると，問題場面を言葉

や図を用いて式に表して説明する活動は年間を通し

て行ってきたが，図から数量の関係を捉える手立て

が十分でなかった。図に表すことができていても，

数量の大きさの関係を捉えることができていなかっ

たため，答えの見通しをもつことができず，誤った

式に表していた。児童は，図に表すことで数量の関

係を捉えて式に表すことができていたのではなく，

形式的に図のかき方や読み方を覚えて式に表してい

た可能性がある。また，式を読む活動については継

続的に行うことができていなかった。そのため，式

がどのような具体的な場面を表しているかを考え直

す場面が少なく，式に表す際に，間違った式を書い

ていても，その間違いに気付くことができないとい

う実態がある。これらのことから，式に表したり式

を読み取ったりする力が十分に定着していないと考

え，本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 式に表したり，式を読み取ったりする力につ

いて 

「解説」には，「式の指導においては，具体的な

場面に対応させながら，事柄や関係を式に表すこと

ができるようにする。さらに，式を通して場面など

の意味を読み取り言葉や図を用いて表したり，式と

図などによる表現を関連付けて考えたり，表現した
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りすることが大切である。」3)と示されている。 

 式に表すことについて，片桐重男（2017）は，事

柄や関係を式に表すことで，普通の言葉より簡潔明

確に示すことができると述べている。事柄や関係を

普通の文より短く，意味を明確に結果に影響する要

因のみで示され，余分なものが入らないようにでき

ることから，簡潔明確に表そうとして，式に表そう

という考えがなされると述べている(1)。また，清水

静海（1989）は，式は日常の事象の中に存在する数

量の関係を的確に，また簡潔に表すことができる優

れた表現方法であるため，式に表す指導において

は，具体的な場面と対応させて事柄や関係を表すこ

とができるようにすることが大切であると述べてい

る (2) 。 

式を読み取ることについて，片桐（2017）は，式

を読むことで，式の表す意味をより明確にしたり，

一般化したりすることができるというよさがあり，

式を一般的に読んだり，具体的場面に読んだりしよ

うとする考えが大切であると述べている  (3) 。ま

た，算数教育指導用語辞典（平成30年）には，「式

の表す意味や式のはたらきなどについての理解を十

分に図るためには，式を読む活動を充実する必要が

ある。」 4)と示されている。さらに，杉山𠮷茂

（2008）は，演算の意味や式の意味すること，式が

いろいろな場面の事柄を表していることを学ばせる

ために，式に当てはまる具体を想像できることが大

切であると述べている(4) 。 

式に表したり，式を読み取ったりすることについ

て，算数教育指導用語辞典（平成30年）には，事柄

や数量，その関係を式で表したり読んだりする能力

や態度を伸ばしていき，具体的な場面で，より簡

潔・明確に，統合的にかつ一般的に数量の関係など

を表したり読み取ったりできるようにしていくこと

が大切であると示されている(5) 。 

以上のことから，式に表す力とは，具体的な場面

から数量の関係を捉え，より簡潔明確な式の形に表

すことができる力であり，式を読み取る力とは，式

に当てはまる具体的な場面を捉えて，式の表す意味

や式のはたらきを理解することができる力と定義す

る。本研究では，問題場面を式に表したり，式を読

み取ったりする活動を通して，この二つの力を伸ば

していく。 

 

２ 問題場面を言葉や図を用いて表したり，式を

言葉や図と関連付けたりする活動について 

(1) 言葉や図の活用について 

盛山隆雄（2021）は，数学的な表現として位置付

けられている図的表現は，算数の学習において次の

点で重要だと述べている。 

 

 

 

 

 

 

 

①については，図的表現の最も大きな役割の一つ

であり，四則計算の意味や割合や面積などの概念を

理解するうえで，図を用いて指導することは必要不

可欠であるということ，②については，問題の構造

を図で表すことで，答えの見通しを立てることがで

きたり，計算の仕方を考えたりすることができると

いうこと，④については，よりよい表現に洗練しよ

うとする場面で使う図のことであり，記号的表現，

言語的表現，図的表現を関連付けて検討することで

児童の理解を促して考えを洗練することができると

いうことを述べている(6) 。 

算数教育用語辞典（平成30年）には，視覚的に考

察できる図を活用することは，問題の仕組みを理解

したり，数量の関係を把握したり確かめたりするの

に効果的であると示されている。また，言葉の式に

表すことによって，数量の関係の一般的な見方や考

え方ができるようになるとともに，演算そのものの

理解を一層確かなものにすることができると示され

ている(7) 。 

以上のことから，式に表す場合では，問題場面の

構造を図で表して数量の関係を捉えることにより，

答えの見通しを立てたり，計算の仕方を考えたりす

ることができ，式を読み取る場合では，視覚的に考

察できる図と式を関連付けることで，四則計算の意

味を理解することができるため，問題解決の過程で

言葉や図を用いることは，児童にとって必要である

と考える。 

(2) 問題場面を言葉や図を用いて表したり，式を言

葉や図と関連付けたりする活動の必要性 

ア 問題場面を言葉や図を用いて表す活動 

「解説」には，数量やその関係などを表現する方

法として，言葉，図，数，式，表，グラフなどがあ

り，その中でも式は，事柄や関係を簡潔，明瞭，的

確に表すことができる優れた表現方法であると示さ

れている。また，式の指導においては，具体的な場

面に対応させながら，事柄や関係を式に表すことが

① 概念の意味理解のため 

② 問題解決の方法を考えるため 

③ 相手に思考過程を伝えるため 

④ 問題解決の方法や結果を吟味するため 

⑤ 算数が苦手な子どもの理解を高め， 

全員理解の算数授業を目指すため 
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できるようにすると示されている(8) 。 

算数教育研究チーム「ベクトル」（2018）は，数

直線について，「問題場面の情報の数量の関係（大

小，順序，関係等）を分かりやすく視覚化し，関係

づける働きをする思考の道具です。文章や数値，記

号で示された問題場面の情報間の関係や不明な情報

などを視覚的に表し，場面を簡潔に整理してくれま

す。」5)と述べており，「かけ算やわり算，規則的

に変化する２つの数量の関係など，２本の数直線に

表すと，言葉だけでは分かりにくい数量の関係を一

目で判断することができるようになります。数量の

絶対的な大きさとその相対的な大きさを表すことで

割合をとても分かりやすく表すことができるので

す。」6)とも述べている。そのため，「かけ算，わ

り算の意味や立式の理解など，特に倍概念の体系の

理解には不可欠です。」7)と述べている。 

問題場面を整理する際には，数直線だけでなく，

学年や児童の実態に応じた言葉や図を用いて数値の

関係を捉えられるようにし，整理した言葉や図から

全体と部分，基準量と比較量などの数量の関係を判

断しやすくすることで，式に表すことができるよう

になると考える。 

また，羽中田彩記子（1989）は，問題場面の関係

を図を用いたり，操作したり，言葉で簡潔にまとめ

たりして抽象化していく過程を大切にすべきである

と述べている(9) 。 

このことから，式は数量の関係を表現する方法の

中で最も簡潔明瞭なため，具体的な場面を言葉や図

で抽象化し，数量の関係を捉えやすくする過程を大

切にしなければならないと考える。したがって，問

題場面を言葉や図を用いて表す活動（以下「式に表

す活動」とする。）を設定する。 

イ 式を言葉や図と関連付ける活動 

「解説」には，式の読み方として五つの場面を挙

げ，そのうちの一つとして，数直線などのモデルと

対応させて式を読む場面が示されている (10) 。 

片桐（2012）は，モデルの具体として，数直線，

テープ図，線分図，アレイ図，面積図などを挙げ，

式が具体的にどんなことを表しているか，どのよう

なモデルに対応しているか，より一般的に見るとど

んな関係を表していると見られるかといったことを

捉え，場面に応じた，より適切な読み取り方ができ

るようにすることが大切であると述べている(11) 。 

礒部年晃（2020）は，言葉や図と式を対応させて

説明することで，式が表す問題場面を的確に捉える

ことができるようになると述べている(12) 。 

以上のことから，式を言葉や図と関連付けて読む

活動を通して，式が表す具体的な問題場面を捉える

ことができるようになると考える。抽象化された式

と言葉や図などを関連付けて問題場面を捉えていく

ことで，式の表す意味や式のはたらきの理解を深め

ていくことができると考える。したがって，式を言

葉や図と関連付ける活動（以下「式を読み取る活

動」とする。）を設定する。 

 

３ 問題場面を言葉や図を用いて表したり，式を

言葉や図と関連付けたりする指導の工夫 

(1) 学びのアイテムシートについて 

これまでに述べてきたように，式に表す際には，

問題場面の中の数値の関係を言葉や図を用いて整理

することで，数量の関係を捉えて式に表すことが必

要である。また，式を読み取る際には，式を言葉や

図と関連付けることで，具体的な問題場面を捉えて

式を読み取ることが必要である。 

このことから，問題場面・言葉や図・式の関係を

理解して，式に表したり，式を読み取ったりするこ

とができる「学びのアイテムシート」を作成し，図

１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 学びのアイテムシート 

 

 この学びのアイテムシートは，式に表す学習の中

で，児童に，学んだこと（数直線図・関係図・言

葉）を整理させる。整理しておくことで，児童は自

分の学びをいつでも振り返ることができ，この学び

のアイテムシートを単元を通して自力解決の際に活

用していくことで，初めは式に表したり，式を読み

取ったりすることが難しかった児童も，問題場面・

言葉や図・式の関係を捉えることができるようにな
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ると考える。問題場面から式に表す際も，式から具

体的な場面を読む際も，言葉や図が思考の手掛かり

となることを実感させたい。また，単元を終えて

も，この学びのアイテムシートを児童のタブレット

上に保存しておくことで，児童は新しい学習の際に

も，自分で既習内容を振り返ることができる。第４

学年での「小数のかけ算とわり算」での小数倍の意

味，第５学年での「小数のわり算」「割合」，第６

学年での「分数のわり算」など，他学年，他領域の

学習の際にも役立つと考える。 

(2) 単元計画の工夫 

尾﨑正彦（2008）は，児童が図や式を使えない原

因を「図や式の意味がわからないからである。」8）

と述べている。また，図が読めなければ自分で図を

かくことはできないため，まずは，図を読む活動か

ら進めることが必要であると述べている(13) 。 

そのため，本研究では，式に表したり，式を読み

取ったりする力を育成するために，①図を読む活動

②「式に表す活動」③「式を読み取る活動」の順で

単元を進めていく。 

ア 図を読む活動 

 尾﨑（2008）は，図を読む活動を構成する際には

非常に簡単な図を読む活動から始めることが大切で

あると述べている。その理由として「図は難しい」

という印象を読む段階でもたせてしまうと，かく活

動につなげることができなくなったり，図をかくこ

とを嫌がったりするからであると述べている(14) 。   

そのため，本研究では既習の図を示し,  その図か

ら見えてくる問題場面を作ったり式に表したりする

活動を行う。図を読む活動で使用するワークシート

を図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 図を読む活動で使用するワークシート 

 

図を読んで式に表す活動では，求めたい部分が図

のどこに位置しているか，他の数値との関係はどう

なっているかに着目させたり，図を読んで問題場面

を作る活動では，図のどの部分が問題場面のどこと

対応しているのかに着目させたりすることで数量の

関係を捉えて式に表したり，具体的な場面を捉えて

問題場面を作ったりすることができるようになる。

この活動を通して，一つの事象を様々な表現方法で

表すことができることを知り，問題場面・図・式の

関係を理解させたい。 

イ 「式に表す活動」 

信田哲志（2018）は，様々な図の中から洗練され

た図の在り方について考えていく中で，式を立てや

すい図をかくことができるようになったり，図と式

の関係を理解することができるようになったりした

という図の活用の有効性を述べている(15) 。 

礒部（2020）は，問題解決の方略を自己選択，自

己決定させることで，多様な表現の理解を深めるこ

とができると述べている。その際，本時で学習する

問題の焦点化が大切であり，焦点化された問題の解

決のためのアプローチや意味付けが多様になること

が大切であると述べている(16) 。 

これらを踏まえて，問題場面を言葉や図を用いて

表し，数量の関係を捉えて式に表すことができるよ

うにするためのワークシートを作成する。このワー

クシートを活用して，具体的な問題場面を抽象化し

ていく上で，言葉や図を用いて問題場面の数値の関

係を整理し，正しく数量の関係を捉えて式に表すこ

とができるようにする。その際，表現の仕方は自己

選択，自己決定させ，多様な表現の方法を習得でき

るようにする。単元を通して表現の方法を増やし，

図を示しながら言葉で説明するなど複数の表現方法

を活用することで，数量の関係を捉えて式に表すこ

とができるようになると考える。「式に表す活動」

で使用するワークシートを図３に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 「式に表す活動」で使用するワークシート 
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ワークシートの活用に加えて，図に表すこと，表

した図から式に表すことができるようにするための

手立てについても考えたい。 

図に表すことについて，尾﨑（2008）は，自力で

図がかけない原因として，「図の中に，問題場面の

数値を的確に位置づけることができない」9）ことを

挙げている。また，最終的に児童が独力で言葉や図

を用いて数量の関係を捉え，式に表すことができる

ようにするための手立てとして，図の一部だけを児

童にかかせる場面を取り入れること，数値の単位を

意識させることの有効性を述べている(17) 。この手

立てを取り入れた指導を行い，問題場面を言葉や図

に表すことができるようにする。 

ウ 「式を読み取る活動」 

 杉山（平成24年）は，式の意味することの理解を

深めるために，式から具体的な問題を作らせること

は，一般の中に特殊を見るものであると述べてい

る。また，子どもたちが式からいくつもの具体例を

作り，それを見ることによって，一つの式がいろい

ろな具体を表しているということを認識できると述

べている(18) 。 

このことから，式を言葉や図と関連付け，式の表

す意味を理解して，式を読み取ることができるよう

にするためのワークシートを作成する。このワーク

シートを活用して，式を言葉や図と関連付けること

で，式の表す意味や数値の関係から，式に当てはま

る具体的な場面のイメージをもち，問題場面を作る

ことができるようにする。また，作った問題場面が

正しいかどうかを確かめるために，もう一度言葉や

図に戻り，式に表すことで，式の表す意味の理解を

深めることができると考える。「式を読み取る活

動」で使用するワークシートを図４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 「式を読み取る活動」で使用するワークシート 

さらに，作った問題場面を共有し，一つの式がい

ろいろな具体を表していることや，式は事柄や関係

を簡潔明瞭に表していることを認識させることで，

式の表す意味やはたらきを理解し，式を読み取るこ

とができるようになると考える。 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

問題場面を言葉や図を用いて表し数量の関係を捉

えさせることと，式を言葉や図と関連付けて式の表

す意味を理解させることを行えば，式に表したり式

を読み取ったりする力を育成することができるであ

ろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，表１に示す。 

 

表１ 検証の視点と方法 

 検証の視点 検証の方法 

１ 

問題場面を言葉や図を用いて

表し，数量の関係を捉え，式

に表すことができたか。 

プレ・ポストテスト 

ワークシート，行動観察 

事前・事後アンケート 

２ 

式を言葉や図と関連付け，式

の意味を理解し，式を読み取

ることができたか。 

プレ・ポストテスト 

ワークシート，行動観察 

事前・事後アンケート 

 

Ⅳ 研究授業について 

〇 期 間 令和４年６月22日～７月１日 

〇 対 象 所属校第４学年（２学級57人） 

〇 単元名 わり算（２）「倍の計算」 

〇 目 標 

言葉や図に表して，数量の関係を捉えて式に表

したり，式の表す意味を理解して式を読み取った

りすることができる。 

〇 単元の指導計画（全７時間） 

時 学習内容 
 
 

  

１ 
図が表す意味を，図から問題場面を作っ

たり式に表したりする活動を通して理解

する。 

〇   

２ 
問題場面を言葉や図を用いて表し，ある

数が基にする量の何倍かを，数量の関係

を捉えて式に表して考える。 

〇 〇  

３ 

問題場面を言葉や図を用いて表し，何倍

かにあたる量と倍を表す数から基にする

量を，数量の関係を捉えて式に表して考

える。 

〇 〇  

４ 
図を読んで，問題場面・言葉・式に表す

活動を通して，それぞれが表す意味を理

解する。 
〇  〇 

５ 
式を言葉や図と関連付けて，倍や基にす

る量を求める問題場面を作る。 〇  〇 

「式に表す

活動」 

「式を読み 

取る活動」 

図を読む 

活動 
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６ 

わり算の式を言葉や図と関連付けて，倍

の計算・等分徐・包含徐などいろいろな

意味や場面の問題を作り，式の意味を理

解する。 

〇  〇 

７ 学習の定着を確かめる。 〇 〇 〇 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 

 

１ 問題場面を言葉や図を用いて表し，数量の関

係を捉え，式に表すことができたか 

(1) プレテスト・ポストテストによる分析 

検証にあたり，プレテスト①ポストテスト①②を

出題した。問題場面から必要な数値を取り出し，言

葉や図を用いて表し，数量の関係を捉えることがで

きたかどうかについて，プレテスト①ポストテスト

①の問題で検証１を実施した。さらに，ポストテ

スト②として，基準量を求め，そこから比較量を求

める発展的な問題を出題し，数量の関係が捉えにく

い問題であっても，言葉や図を用いて正しく表し，

数量の関係を捉えることができたかどうかについ

て，ポストテスト①②で検証２を実施した。検証

１ ２の問題の内容を図５，解答類型を表２，検証

１の結果を表３に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 式に表すことに関わるプレテスト・ポストテストの

問題 

 

表２ 検証１ ２の解答類型 

段階 解答類型 

Ⅴ 
根拠となる言葉や図がかけており，正しく式に表すこと

ができる。 

Ⅳ 
根拠となる言葉や図はかけているが，正しく式に表すこ

とはできない。 

Ⅲ 
根拠となる言葉や図はかけていないが，正しく式に表す

ことはできる。 

Ⅱ 
根拠となる言葉や図もかけておらず，正しく式に表すこ

ともできない。 

Ⅰ 無解答 

表３ 検証１の結果 
ポスト 

プレ Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計(人) 

Ⅴ 13 ０ １ ０ ０ 14 

Ⅳ １ ０ １ ０ ０ ２ 

Ⅲ 17 ２ ４ １ ０ 24 

Ⅱ ５ ２ ５ ２ ０ 14 

Ⅰ ２ ０ ０ ０ ０ ２ 

計(人) 38 ４ 11 ３ ０ 56 

 

表２で示す解答類型の「根拠となる言葉や図」に

ついて，問題場面から数値の関係を捉えて図に表す

ことはできているが，正しく量感をつかんでかくこ

とができていない解答については，数量の関係を捉

えることができていないと判断し，根拠となる言葉

や図はかけていないこととする。根拠となる言葉や

図がかけている例とかけていない例を図６に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 根拠となる言葉や図の例 

 

 表３に示すように，問題場面を言葉や図に表し，

数量の関係を捉え，式に表すことができたと判断で

きる段階Ⅴの児童は 14人から 38人となった。 

 段階Ⅱから段階Ⅴに向上した児童は５人いた。こ

の５人の児童は，プレテストでは，問題場面を図に

表すことができず，問題場面の数量の関係を捉える

ことができていなかったため，正しく式に表すこと

もできなかった。ポストテストでは，問題場面を図

で表すことで，適切に数量の関係を捉え，式に表す

ことができたと考えられる。問題場面を言葉や図を

用いて表すことで，数量の関係を捉えて式に表すこ

とができるため，問題場面を言葉や図に表すことは

有効であった。この５人のうちの１人であるＡ児の

解答を図７に示す。 

 

プレテスト 
①赤いテープは６㎝で，黄色いテープは３㎝，青いテープは

24 ㎝です。青いテープの長さは，赤いテープの長さの何倍

ですか。 

（１）上の問題を図に表しましょう。 

（２）式と答えを書きましょう。 

ポストテスト 
①赤いテープは 84 ㎝，黄色いテープは 48 ㎝です。赤いテー

プは，青いテープの 12 倍です。青いテープは何㎝ですか。 

（１）上の問題を図に表しましょう。 

（２）式と答えを書きましょう。 

②赤いテープは 18 ㎝です。赤いテープは，青いテープの６倍

です。黄色いテープは，青いテープの３倍です。黄色いテ

ープは何㎝ですか。 

（１）上の問題を図に表しましょう。 

（２）式と答えを書きましょう。 

かけていない 段階ⅡⅢ 

 

児童Ａ 

かけている 段階ⅣⅤ  
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図７ Ａ児のプレテスト，ポストテストの解答 

  

次に，検証２の結果を表４に示す。  

 

表４ 検証２の結果 
ポスト 

問題② 
 

ポスト 

問題① 

Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 
計

（人） 

Ⅴ 24 ２ ２ ９ １ 38 

Ⅳ ０ ０ ２ ２ ０ ４ 

Ⅲ １ １ ４ ５ ０ 11 

Ⅱ １ ０ ０ ２ ０ ３ 

Ⅰ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計（人） 26 ３ ８ 18 １ 56 

 

ポストテスト①で段階Ⅴだった児童38人中24人の

児童はポストテスト②も段階Ⅴであった。しかし，

12人の児童は，ポストテスト②では，問題場面を言

葉や図を用いて表すことができていなかった。「Ａ

はＢの□倍」「基準量のいくつ分が比較量」といっ

た数値の関係を捉えることができず，間違った図を

かいていたため，式に表すことができていなかっ

た。問題場面を言葉や図を用いて表し，数量の関係

を捉えられると，式に表すことができるようになる

ということは実感していたが，問題場面が複雑にな

ると，出てきた数値を図に整理して数値の関係を捉

えることが難しくなり，数量の関係を捉えられない

まま問題場面の中の数値を使って誤った式に表して

いた。問題場面を言葉や式を用いて表し，式に表す

力が十分に定着していないという自校の児童実態か

ら，数値の関係を捉えやすい問題ばかりを授業で扱

っていたため数値の関係を捉える力が身に付いてい

るとは言い切れないことが分かった。数値の関係を

捉える力を育成するという目的をもって，ポストテ

スト②のような問題にも取り組ませ，問題場面を言

葉や図に表して，数値の関係を捉える力を育成する

指導を行う必要があると考える。 

(2) ワークシートや授業記録による分析 

第２，３時では，倍を求める問題場面や基にする

量を求める問題場面を言葉や図に表し，式に表す学

習を行った。 

第１時で，図を読んで問題場面を作ったり式に表

したりする学習を行っていたため，図があると問題

場面をイメージしやすくなることや，図があると数

量の関係を捉えやすくなり，式に表しやすいという

ことを実感していた。そのため，式に表す学習で

も，図を使って解こうとする児童の姿が多く見られ

た。また，既習の数直線図以外にも，言葉や関係図

で表すことのできるワークシートを活用したこと

で，自分が理解しやすいものを選択したり，数直線

図と言葉や関係図を関連付けながら説明したりする

ことができた。   

Ｂ児は，第２時では，言葉と関係図を正しくかく

ことができなかったが，全体交流で数直線図と言葉

や関係図を関連付けながら説明する友だちの発表を

聞くことで問題場面と言葉や関係図，数直線図の関

係を理解することができたため，第３時では，問題

場面を言葉や図に表すことができた。Ｂ児のワーク

シートを図８に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ Ｂ児のワークシート 

 

また，授業の振り返りには，「図に表して問題を

解くと簡単だった。」「友だちの発表を聞くと，た

くさんの意見が分かったし，その上で問題を図に表

して解くとさらに分かった。」と記述されており，

児童にとって言葉や図を用いて問題場面を式に表す

ことは有効であることが分かった。 

授業を進める中で，数値の関係を捉えて図に表す

ことはできているが，数量の関係を捉えられていな

い児童が多くいた。そのため，単元を通して「基準

プレテスト   【言葉や図】    【式】 

 

 

 
 

ポストテスト  【言葉や図】    【式】 

第２時 

 

 

 

 

 

第３時 
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量の□倍が比較量だから…」と，指を動かして数量

の関係を確かめたり，具体物を操作したりする活動

を行った。しかし，ポストテスト①の結果を分析す

ると，段階Ⅱ・Ⅲの14人の児童（表３の太枠内）の

うち，数値の関係を捉えることはできているが，数

量の関係を捉えることができていなかった児童は12

人もいた。本研究の整数倍の学習では，数量の関係

を捉えることができていなくても，問題場面を式に

表して答えを求めることはできたが，第４学年の

「小数のかけ算とわり算」になると，数量の関係を

捉えることができていないと，図に表したり，答え

の見通しを立てたりすることが難しくなると考え

る。本研究の単元を進めていく中で，数量の関係を

捉える手立てを行ったことで，数量の関係を適切に

捉えた図をかくことができる児童の姿も見られたた

め，このような活動を継続的に行っていく必要があ

ると考える。 

(3) アンケートによる分析 

 アンケートの「文章問題を解くとき，言葉や図を

使って考えている。」の項目において，肯定的に評

価した児童が，事前アンケートでは49％であった

が，事後アンケートでは95％に増えた。また，

「図・言葉は，問題の分かっていること，きかれて

いることの関係が分かりやすくなるから，どこを求

めるのかが一目で分かり，式に表しやすいから。」

「図を使うと分かりにくい問題を簡単に解いたり，

チャレンジしやすくなったりするから。」という理

由を挙げており，式に表すために言葉や図を用いる

ことは有効であると感じていることが分かる。しか

し，事後アンケートにおいて否定的に評価した児童

のうち１人は，第４～６時の「式を読み取る活動」

を受けておらず，式の意味やはたらきを理解するこ

とができていなかったため，式は答えを求めるもの

であるという認識から「算数は早くやった方がいい

と思うから。」という理由を挙げていた。また，も

う１人の児童は，第２，３時の「式に表す活動」第

４時の「式を読み取る活動」を受けておらず，問題

場面・言葉や図・式の関係を理解できていなかった

ため，「言葉や図をどうやってかくか分からないか

ら。」という理由を挙げていた。このことから，図

に表すことのよさに気付けなかったため，問題場面

を言葉や図に表すこと，そこから式に表すことがで

きなかったと考えられる。 

 

２ 式を言葉や図と関連付け，式の意味を理解し，

式を読み取ることができたか 

(1) プレテスト・ポストテストによる分析 

検証にあたり，式を言葉や図と関連付けて問題場

面を作り，わり算の式の意味を理解することができ

たかについての検証３を実施した。検証３の内容

を図９，解答類型を表５，結果を表６に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 式を読み取ることに関わるプレテスト・ポストテス

トの問題 

 

表５ 検証３の解答類型 

段階 解答類型 

Ⅵ 
式に合う言葉や図をかき，問題場面を作ることができ

る。 

Ⅴ 
式に合う言葉や図はかけているが，それに合う問題場面

を作ることはできない。 

Ⅳ 
式に合う言葉や図はかけていないが，式に合う問題場面

は作ることができる。 

Ⅲ 
式に合う言葉や図はかけていないが，言葉や図に合う問

題場面は作ることができる。 

Ⅱ 式に合う言葉や図も問題場面もかけていない。 

Ⅰ 無解答 

 

表６ 検証３の結果 

ポスト 
 

プレ 
Ⅵ Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計(人) 

Ⅵ ５ ０ ０ ０ ０ ０ ５ 

Ⅴ ５ １ ０ ０ １ ０ ７ 

Ⅳ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

Ⅲ ２ １ ０ ０ ０ ０ ３ 

Ⅱ 14 １ ５ ２ ７ ０ 29 

Ⅰ ５ １ １ ２ ２ １ 12 

計

(人) 
31 ４ ６ ４ 10 １ 56 

 

表６に示すように，式を言葉や図と関連付け，式

の意味を理解し，式を読み取ることができたと判断

できる段階Ⅵの児童は，５人から 31人となった。 

段階Ⅰから段階Ⅵに向上したＣ児の解答を図10に

示す。Ｃ児は，プレテストでは，式から問題場面を

イメージすることができなかったが，ポストテスト

では，これまでの学びを活用して，式を言葉や図に

プレテスト     

③45÷９＝５  答え ５ｍ 

（１）上の式にあう図をかきましょう。 

（２）式と図にあう問題を作りましょう。 

ポストテスト 
③72÷24＝３  答え ３（   ） 

(１)上の答えの（ ）の中に単位を自分で考えて入れましょ

う。 

(２)上の式にあう図をかきましょう。 

(３)式と図にあう問題を作りましょう。 

児童Ｃ 
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表し，問題場面を作ることができた。単元を通し

て，様々な言葉や図を活用し，問題場面・言葉や

図・式の関係を捉える学習を行ったことで，式の意

味を理解することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 Ｃ児のプレテスト，ポストテストの解答 

 

(2) ワークシートや授業記録による分析 

 第４～６時では，式を言葉や図と関連付けて式の

意味を理解し，式を読み取る学習を行った。 

 第４時で，倍を求める問題場面，基にする量を求

める問題場面に対し，問題文・数直線図・関係図・

言葉・式を正しい組み合わせにする学習を行ったこ

とで，分かっていることと求めたいことの関係を改

めて確認できた。また，式に表す学習の中で学んだ

ことを学びのアイテムシートにまとめており，これ

までの学習で問題場面・言葉や図・式の関係を児童

が理解していたため，第５，６時の学習では，学び

のアイテムシートや既習のワークシートを振り返り

ながら問題作りをする児童の姿が見られた。 

 第６時では，前時にグループで作成した126÷14

の式に合う言葉や図と問題場面を分類整理する学習

を行った。倍・基にする量を求めるもの以外に，等

分徐や包含徐の考え方の問題場面も出てきた。第６

時の振り返りでは，「一つの式でも意味や場面は違

っていて，言葉や図で表すとよりその違いがより分

かりやすかった。」「同じ式でも場面が変わった

り，いろいろな意味の問題になったりすることが分

かり，その上面白かった。」と記述されていた。一

つの式を多面的に見ることで，いろいろな意味や場

面があることに気付き，式は事柄や関係を簡潔明瞭

に表すことができるという式のはたらきを理解する

ことができた。 

さらに，第４～６時の授業の振り返りには「図の

意味がよく分かった。図をかけるようになった。」

「他にもいろいろな図があるのかなと思った。」と

記述されていた。式に表す学習だけでは言葉や図の

意味を理解することができなかった児童も，式を読

む学習を行うことで，言葉や図の意味の理解が深ま

り，他の図も活用したいという意欲の高まりも見ら

れた。 

しかし，第６時でいろいろな式の意味を学習した

ことで，式を言葉や図，問題場面と関連付けること

が難しくなった児童がいる。その児童の解答を図11

に示す。式・言葉や図・問題場面が一致していない

ことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 第６時の児童のワークシート 

 

式を言葉や図と関連付けてイメージすることが難

しい場合には，具体物を操作させて，数の動きや関

係を捉えさせたうえで，絵や図に表していく手立て

が必要であると考える。また，図の中に具体的なも

のの名称やそれに対する単位などの情報を書き加え

ていくことで，言葉や図に表すことは問題場面をよ

り具体的にイメージすることにつながると考える。

さらに，式は問題場面の数量の関係を最も簡潔明瞭

に表しているものであり，事柄や関係を表すための

ものでもあるということを児童に実感させる指導が

必要だと考える。そのような見方や考え方を養って

いき，式を言葉や図，問題場面と関連付けて式の意

味の理解を一層深めていく必要があると考える。 

(3) アンケートによる分析 

 上述のアンケートを肯定的に評価した児童が言葉

や図を使って考えている理由として「言葉や図を使

うことで，ほかの人に自分の考えを伝えやすくなっ

たり，自分も考えやすくなったりするから。」「図

に表すと式の意味が分かりやすかったから。」と記

述しており，式の意味や式のはたらきを理解するた

めに，式を言葉や図と関連付けることは有効である

と感じていることが分かる。 

 ポストテスト【式】  72÷24＝３ 答え①３(㎝) 

 ②【図】 

 

 

 

 

 

 

プレテスト 

無解答 

③【問題】 

①【式】126÷14＝９  答え９ｍ 

②【言葉や図】 

 

 

 

 

 

 

③【問題】                      ④【たしかめ】 
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Ⅵ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

 問題場面を言葉や図に表したり，式を言葉や図と

関連付けたりする活動を行うことは，数量の関係を

捉えて式に表したり，式の意味を理解して式を読み

取ったりする力を育てることにつながることが分か

った。 

 

２ 研究の課題 

 本研究で行った①図を読む活動②「式に表す活

動」③「式を読み取る活動」の単元計画は効果的だ

ったが，個人の差が大きく，児童の実態に応じた手

立てが十分にできていたとはいえない。例えば，数

量の関係を捉えるために，授業で量感を育てる活動

を導入で行う手立てや，個人の差に応じて，内容の

違う数種類のワークシートを準備するという手立て

を加えることなどが考えられる。本研究の成果と課

題を踏まえて，すべての児童の理解が深まるように

研究を継続していく必要がある。 

 

３ 今後の研究の方向性 

 研究授業を行った第４学年の倍の学習では，数直

線図，関係図を図として扱った。系統的に学習を進

めていくためにも，図の系統性を基に，それぞれの

図の活用の仕方やほかの図との関連，他学年での研

究を進めていく。 
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